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地域高齢者の生活全体に対する満足度とその関連要因

須貝 孝一 安村 誠司 藤田 雅美

蘭牟田洋美 井原 一成

　75-80歳になる地域在住高齢者の「生活全体に対する満足度」の実態を，視覚アナログ尺度を用いて明ら

かにし，満足度を規定する要因を検討した。この際，高齢者の生活の実態から出発して研究を進めていく意

味で，日常生活のなかのさまざまな生活行動に特に注目した。検討は，日常の活動範囲が地域へと広がる

か，ほとんど家庭内にとどまるかで分けた屋外活動群，屋内活動群の2群ごとに行い，地域保健活動の指針

となることを目指した。

　以下の結果が得られた。

　1.　視覚アナログ尺度を用いて評価した地域高齢者の「生活全体に対する満足度」は屋外群，屋内群とも

にほぼ2峰性を示した。屋内群では中等度以下の満足度を示す者が多く，日常の活動範囲が満足度と関連し

ていた。

　2.　屋外群では満足度と関連する最大の要因は健康度自己評価だった。日常生活の中の種々の生活行動と

満足度との間にも関連が認められ，性によって，異なる生活行動が満足度と有意に関連していた。

　3.　屋内群でも健康度自己評価が満足度と有意に関連していた。

　4.　以上より，地域高齢者の主観的なQOLの向上には，対象者の活動性に応じ，その生活に注意を払う

ことが有益であり，さらに対象者の生活の場を拡げていくことが重要であると考えられた。
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